
Ｈ23.11.29 設楽ダム猛禽類検討会 議事概要 
 

○日  時：平成２３年１１月２９日（火） １４時００分～１６時００分 

○議事概要： 

 

表 Ｈ２３.１１.２９ 設楽ダム猛禽類検討会の議事概要 

議事項目 議事内容 報告事項 委員の主な意見 意見に対する回答 

1.猛禽類検討
会の検討経緯
について 

・ 猛禽類検討会の経
緯、前回検討会での
指摘と対応につい
て報告した。 

 ・特になし  

・ C ペアの飛翔軌跡が
ダムサイト本体の方
へ延びてきている。
これからも同様の傾
向が続くならば、コ
アエリア等を再検討
すること。 

・ 事務局：次年度以降
の調査結果に留意す
る。 

・ ダムサイト周辺の植
生はどうなっている
か。 

・ 事務局：周辺と特に
変化がなく、概ねス
ギ・ヒノキ植林で覆
われている。 

2.平成 23 年
繁殖シーズン
の調査結果に
ついて 

・ クマタカ、オオタ
カ、ハチクマ、サシ
バの調査結果につ
いて報告した。 

・ ３ペアすべてにおいて
平成 22 年生まれ幼鳥
が 7 月まで営巣地周辺
で確認され、平成 23
年繁殖シーズンは新た
に繁殖しなかったと考
えられる。 

・ ３ペアについて幼鳥の
行動範囲の把握を行っ
た。 

・ オオタカについては、
雌個体が確認されず、
6 月調査までで調査を
打ち切った。 

・ B ペアと C ペアのコ
アエリアは近接して
いるが、A ペアと B
ペアはある程度離れ
ている。コアエリア
を分けている基準は
飛翔軌跡以外に何か
あるのだろうか。 

・ 事務局：A ペアと B
ペアの間には国道が
あり、交通量も多い
ため、結果としてコ
アエリアとして使用
していないものと考
えられる。 

3. 平成 23 年
度のモニタリ
ング結果の評
価について 

・ 平成 23 年度のモ
ニタリング結果の
評価について報告
した。 

・ 平成 22 年度工事は、
各ペアの行動圏外で実
施されており、かつ、
クマタカの繁殖期には
主な工事が終了してい
たことから、工事の影
響は無かったものと想
定される。 

・ 平成 23、24 年度工事
については、現時点で
は予定されていない。

・ 事後調査のとりまとめに
ついて説明を行った。

・ 特になし  

・ ハチクマの繁殖の正
否を確認するために
は、8 月の調査も必
要ではないか。 

・ 事務局：ハチクマの
動向に留意し、適宜
対応する。 

4.平成 24 年
繁殖シーズン
の調査計画
（案）について  

・ 平成 24 年繁殖シ
ーズンの調査計画
（案）について説明
した。 

・ 原則的に平成 23 年繁
殖シーズンと同様の調
査計画（案）について
報告を行った。 

・ CCD カメラについて
は、平成 24 年繁殖シ
ーズン内に設置してい
る営巣木を利用しなか
った場合は、移動及び
撤去を再検討する。 

・ カメラの画像から餌
動物が何であったか
や巣における音響の
伝わり方等の解析が
可能であり、得られ
る情報は多いのでは
ないか。 

・ 事務局：既存のもの
ではなく、無線やよ
り安価なカメラを利
用した新規の設置を
含め、今後詳細に検
討する。 

 


